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 オンライン資格確認等システムの導入に関するシステムベンダ向け技術解説書

に係る診療情報等追加の差分 

 

 本書の趣旨 

本書は、オンライン資格確認等システムの導入に当たり、オンライン資格確認

等システムが提供する機能及び医療機関・薬局のシステムベンダ（レセプトコン

ピュータ、電子カルテシステム、調剤システム等のシステムベンダが対象）向け

に用意された「オンライン資格確認等システムの導入に関するシステムベンダ向

け技術解説書」において、令和４年夏を目途に追加される機能（医療機関名、診

療年月日、手術（移植・輸血含む）、放射線治療、画像診断、病理診断、処置のう

ち透析、特定の傷病に対する長期・継続的な療養管理が確認できる医学管理等・

在宅療養指導管理料を閲覧する機能）に係る記載部の差分について記載したもの

となります。そのため、本書は「オンライン資格確認等システムの導入に関する

システムベンダ向け技術解説書」を理解した者を前提とし、同項目内の差分箇所

が記載されたものとしてお使いください。 

 

図 １．１-１ 医療機関・薬局の各システムにおける改修範囲 

 
 ○：システム改修が必要/（〇）：パッケージソフトの機能範囲等よりシステム改修が必要 

 

表１．１-２ オンライン資格確認等システムの概要（差分） 

 

運用開始時期 令和４年夏目途：診療情報閲覧 

提供サービス 診療情報閲覧

機能 

レセプトをもとに診療情報を管理する機能。また、加入

者の同意がある場合、医療機関・薬局にて診療行為(医

科、歯科)・受診歴を閲覧できる。 
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 技術解説書の構成と使い方 

 本紙「オンライン資格確認等システムの導入に関するシステムベンダ向け技術解説

書」の「技術解説書の構成と使い方」との差分を下線で表記しました。 

 

表１．２-１ 本書の構成及び概要（差分） 

 

表１．２-２ 用語の定義（差分） 

用語 内容 

オンライン資格確認等

連携ソフト 

支払基金が提供する、被保険者番号を利用した資格確認、照

会番号の登録、薬剤情報・診療情報・特定健診情報の取得等

を行うためのアプリケーションソフト。 

オンライン資格確認等

システム 

以下のシステムの総称。 

①オンライン資格確認システム 

②薬剤情報閲覧システム 

③診療情報閲覧システム 

④特定健診情報閲覧システム 

⑤レセプト振替システム 

オンライン資格確認等 以下のサービスの総称。 

①オンライン資格確認サービス 

②薬剤情報閲覧サービス 

③診療情報閲覧システム 

④特定健診情報閲覧サービス 

⑤レセプト振替サービス 

 

  

分類 概要 

別紙 １．オンライン

資格確認等に

係る業務フロ

ー 

医療機関・薬局におけるオンライン資格確認（新患・２回目

以降等）、薬剤情報/診療情報/特定健診情報閲覧に係る業務

フローを記載。 

関連 外部インター

フェイス仕様

書（薬剤・診療・

特定健診情報） 

薬剤情報・診療情報・特定健診情報に係るインターフェイス

項目仕様（情報提供項目含む）、ファイル形式、マイナンバ

ーカード処理ソフト、オンライン資格確認等連携ソフトの

提供機能範囲等について記載。 

オンライン資

格確認等連携

ソフト 

支払基金が提供する、被保険者番号を利用した資格確認、照

会番号の登録、薬剤情報・診療情報・特定健診情報の取得等

を行うためのアプリケーションソフト。 



5 

 オンライン資格確認等システム導入による医療機関・薬局における変更点 

 本紙「オンライン資格確認等システムの導入に関するシステムベンダ向け技術解説

書」の「オンライン資格確認等システム導入による医療機関・薬局における変更点」

との差分を赤字で表記しました。 

 

図２-１医療機関・薬局のシステムとオンライン資格確認等システムの連携イメージ 

 
 

 オンライン資格確認等に係る端末等の導入 

 本紙「オンライン資格確認等システムの導入に関するシステムベンダ向け技術解説

書」の「オンライン資格確認等に係る端末等の導入」との差分を下線及び赤字で表記

しました。 

 

 マイナンバーカード及び健康保険証によるオンライン資格確認等で利

用する端末等（差分） 

 本紙「オンライン資格確認等システムの導入に関するシステムベンダ向け技術

解説書」の「マイナンバーカード及び健康保険証によるオンライン資格確認等で利用

する端末等」との差分を下線で表記しました。 

 

資格確認端末に導入いただくオンライン資格確認等連携ソフト 

被保険者番号を利用した資格確認、照会番号の登録、薬剤情報・診療情報・特定健

診情報の取得等を行う際に利用するアプリケーションソフトとして、オンライン資格

確認等連携ソフトが支払基金より提供されます。 

支払基金よりマイナンバーカード処理ソフト（医療・薬局システムベンダ向け接続

テスト用）を医療機関等 ONS 上で公開しています。 

 

表２．１．１-２ オンライン資格確認等連携ソフトの主な機能（差分） 



6 

機能 概要 

薬剤・診療情報の取得 薬剤・診療情報取得依頼ファイル（保険者番号、被

保険者証記号・番号等を記載）を指定場所から読み

取り、オンライン資格確認等システムから薬剤・診

療情報を取得し、ファイルで出力する。 

※一定時間で削除する仕組みを実装する。 

 

 薬剤情報・診療情報・特定健診情報の閲覧 

 本紙「オンライン資格確認等システムの導入に関するシステムベンダ向け技

術解説書」の「薬剤情報・特定健診情報の閲覧」との差分を下線及び赤字で表記

しました。 

 

薬剤情報・診療情報・特定健診情報の閲覧に際しては、同意意思を明示的に

確認した上でマイナンバーカードによる本人確認を行い、患者本人からの同意

有無・同意日をオンライン資格確認等システムで管理します。 

電子カルテシステム/調剤システムにて薬剤情報/診療情報/特定健診情報を

要求でき、同意が有る且つ同意日が照会当日の場合、照会した薬剤情報/診療

情報/特定健診情報を資格確認端末に一時格納し、電子カルテシステム/調剤シ

ステムから資格確認端末へ薬剤情報/診療情報/特定健診情報のリクエストを

して取得する流れとなります。 

 

２．２．２-１ 薬剤情報/診療情報/特定健診情報を安全に閲覧するための考え方 

 

 
 

図２．２．２-２ 電子カルテシステム/調剤システム端末にて薬剤情報/診療情報/特

定健診情報閲覧を行う連携イメージ（PIN 無し認証の場合） 
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図２．２．２-３ 電子カルテシステム/調剤システム端末にて薬剤情報/診療情報/

特定健診情報閲覧を行う連携イメージ（PIN 認証の場合）  
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 共通補足 

本紙「オンライン資格確認等システムの導入に関するシステムベンダ向け技術解説書」

の「共通補足」との差分を下線で表記しました。 

ファイル形式 

薬剤情報は XML 形式/PDF 形式、診療情報は XML 形式/PDF 形式、特定健診情報

は XML 形式/PDF 形式、資格情報は XML 形式で連携されます。薬剤情報/診療情報/

特定健診情報について、システムベンダにて医療機関・薬局のニーズを踏まえて

選択できるように提供します 

※ レセプト振替情報は、審査支払機関から通知される内容をご確認ください。 

 

レスポンスタイム 

レスポンスタイムについて、資格確認端末が資格確認の要求を取得してから照

会結果を取得するまで３～７秒の想定です。薬剤情報/診療情報/特定健診情報に

ついても情報の要求を取得してから照会結果を取得するまで３～７秒の想定です。 

※ 医療機関・薬局とオンライン資格確認等システム間の回線の帯域やレセプト

コンピュータ等と資格確認端末の連携方式により異なります。 

 

 ネットワーク環境の整備 

 本紙「オンライン資格確認等システムの導入に関するシステムベンダ向け技術解説

書」の「ネットワーク環境の整備」との差分を下線及び赤字で表記しました。 

 

オンライン資格確認等の利用を踏まえた基本的な構成として、「医療情報シス

テムの安全管理に関するガイドライン第５版」に準拠するため、施設内のルータ

を経由して異なる施設間を結ぶ VPN の間で送受信ができないように経路設定する

ために資格確認端末を設置する構成を想定します。 

また、オンライン資格確認等システムからレセプトコンピュータ等へのアクセ

スを制限するため、資格確認端末からオンライン資格確認等システムに対してリ

クエストを投げて資格情報/薬剤情報/診療情報/特定健診情報等を取得した上で、

レセプトコンピュータ等から資格確認端末に対してリクエストを投げて当該情報

を取得する仕組みを想定します。この仕組みにより、万が一資格確認端末がウイ

ルス感染された場合における院内/局内への影響/リスクが軽減されます。また、

外部への情報漏洩のリスクも軽減されます。 
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図２．３．２-２ 基本的な構成例（資格確認端末が１台もしくは複数台のケース）  

 

 
 

図２．３．２-３ オンライン請求と資格確認を一台の端末で実施する場合の構成例  
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図２．３．２-５ 基本的な構成例（資格確認端末が１台もしくは複数台のケース） 

 

 
 

図２．３．２-６ オンライン請求未対応の施設がオン請求と併せて開始する場合の

構成例 
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図２．３．２-８ 基本的な構成例（資格確認端末が１台もしくは複数台のケース） 

 

 
 

図２．３．２-９ オンライン請求未対応の施設がオン請求と併せて開始する場合の

構成例 
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 作業の全体像 

 本紙「オンライン資格確認等システムの導入に関するシステムベンダ向け技術解説

書」の「作業の全体像」との差分を下線及び赤字で表記しました。 

 

令和 4年夏からの診療情報閲覧の利用開始に向けて、医療機関・薬局のシステ

ムベンダにて対応いただきたいスケジュールは以下のとおりです。 

 

図３-１ オンライン資格確認等の診療情報閲覧機能の利用開始に向けたロードマッ

プ 

  

 
 

表３-２ 主なマイルストン（差分） 

 本紙「オンライン資格確認等システムの導入に関するシステムベンダ向け技術解説

書」の「主なマイルストン」との差分を下線で表記しました。 

令和3年度 令和4年度

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

　　　　

医療機関・薬局システムベ

ンダ

医療機関・薬局

項番 項目

マイルストン

各

種

情

報

等

外部インターフェイス

仕様書

テスト計画書

オンライン資格確認

等連携ソフト、

設定手順書等

医療機関・薬局向

け規程、

マニュアル等

▼

▼診療情報閲覧サービス外部インターフェイス仕様

▼ （診療報酬改定対応）

▼技術解説書公開

▼

▼（診療報酬改定）

▼医療機関・薬局システムベンダ向け接続テスト計画書

▼医療機関・薬局システムベンダ向け接続テストシナリオデータ・テストサンプルデータ

4.2

医療機関・薬局システムベンダ向け連携テスト

4.1.2

パッケージソフト改修

4.1.2

顔認証リーダ改修

システム導入準備

（担当ベンダーとの相談・調整・契約締結など）

5.1

環境設定

5.2

パッケージソフトの適用

5.3

運用に向けた準備

5.4

運用テスト

医療機関・薬局への導入支援

診療情報

閲覧開始

▼オンライン資格確認等連携ソフト/設定手順書

▼医療機関・薬局システムベンダ向け接続テスト申込開始

５．導入作業

▼運用マニュアル

▼医療機関・薬局向け運用テスト計画書/

シナリオデータ一覧/テストサンプルデータ

４．準備作業
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マイルストン 概要 時期 

診療情報閲覧開始 診療情報管理機能の運用に伴い、本

人同意がある場合、診療情報を閲覧

できるようになります。 

令和４年夏 
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 準備作業 

 薬剤情報・診療情報・特定健診情報閲覧 

 本紙「オンライン資格確認等システムの導入に関するシステムベンダ向け技

術解説書」の「準備作業」との差分を下線で表記しました。 

 

医療機関・薬局において薬剤情報・診療情報・特定健診情報閲覧を利用するた

めに、システムベンダにて改修が必要と想定される内容を記載します。 

※ パッケージソフトごと又は医療機関・薬局ごとに電子カルテシステム、調

剤システム等の仕様等が異なると想定されることから、２．２「レセプトコン

ピュータ等の既存システムの改修」に記載された代表的な連携パターンを前

提とした場合に想定される一例を記載します。 

※ 記載している改修内容以外の機能についても、医療機関・薬局のニーズを

踏まえ、システムベンダにて改修の必要性をご検討ください。 

 

表４．１．２-１ 薬剤情報・診療情報・特定健診情報閲覧に係る改修内容（差分） 

 

 改修概要 
主な改修点 

 分類 改修項目 

(１） 薬剤情報・診

療情報・特定

健診情報閲覧

機能の追加 

電子カルテシステム 

調剤システム 

診療情報は抽出対象年月を入力した

上で、個人単位被保険者番号等を基

に照会要求すること。 

資格確認端末の資格情報等格納フォ

ルダへ薬剤情報、診療情報、特定健

診情報を取得要求し、受信するこ

と。 

取得した薬剤情報、診療情報、特定

健診情報を該当患者のカルテ情報等

に追加・更新すること。 

該当患者のカルテ情報等に薬剤情

報、診療情報、特定健診情報の照会

結果を表示すること。 
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 医療機関・薬局システムベンダ向け接続テスト 

医療機関・薬局システムベンダ向け接続テスト要件及びテスト環境に係る詳細

は、医療機関・薬局システムベンダ向け接続テスト計画書として令和４年３月末

に医療機関等 ONS 上で公開する予定です。 

図４．２－１  医療機関・薬局システムベンダ向け接続テスト実施概要 
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 導入作業 

 本紙「オンライン資格確認等システムの導入に関するシステムベンダ向け技術解説

書」の「導入作業」との差分を下線で表記しました。 

 問診票等の見直し 

医療機関・薬局において、汎用カードリーダーを用いて目視で本人認証する場

合には、薬剤情報・診療情報・特定健診情報閲覧に当たり、患者から同意を取得

するための同意書作成又は問診票への確認項目を追加することとなります。 

 

図５．４－１ 医療機関・薬局向け運用テストの実施概要 

 


